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平
成
24
年
7
月
、
ラ
ム
サ
ー
ル

条
約
湿
地
と
な
っ
た
市
内
の「
円

山
川
下
流
域
・
周
辺
水
田
」。

　

そ
の
素
晴
ら
し
さ
を
多
く
の
方

に
伝
え
て
い
く
た
め
、
黒
田
征
太

郎
さ
ん
と
一
緒
に
、
円
山
川
の
風

景
や
生
き
も
の
の
絵
を
描
き
ま
す
。

　

あ
な
た
の
絵
で
、「
円
山
川
下
流

域
・
周
辺
水
田
」の
魅
力
を
P
R

し
て
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

10
月
19
日（
土
）午
後
1

時
30
分
〜
4
時

▽
集
合
場
所　

豊
岡
市
エ
コ
ハ
ウ

ス（
城
崎
町
今
津
）

▽
対
象　

市
内
在
住
の
小
学
4
年

生
〜
高
校
生

▽
定
員　

20
人（
申
込
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

▽
受
付
期
間　

9
月
25
日（
水
）〜

10
月
11
日（
金
）

▽
参
加
費　

無
料

※
当
日
は
、
円
山
川
を
船
で
遊
覧

し
た
後
、
絵
を
描
き
ま
す
。

※
参
加
者
に
は
、
記
念
グ
ッ
ズ
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

※
絵
は
、
市
内
施
設
で
展
示
す
る

ほ
か
、
普
及
啓
発
冊
子
等
を
作

成
す
る
な
ど
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条

約
湿
地
の
P
R
に
活
用
し
ま
す
。

《
申
込
み
・
問
合
せ
》
コ
ウ
ノ
ト

リ
共
生
課
☎
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9
0
1
7

〜
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
を
P
R
す
る
絵
を
描
こ
う
！
〜

職種 募集人数 応募資格 職務内容など 勤務条件

ボイラー技士 ２人 ボイラー技士免許
２級以上

五荘小学校または豊
岡南中学校のボイ
ラーの運転・管理

給料：日額8,000円
勤務：週５日（38時間45分）
休日：土・日曜日の週2日
※休日に行事があった場合は
　平日と振替え

　

第
6
回
永
楽
館
歌
舞
伎
へ
の
意

気
込
み
を
、
座
頭
の
片
岡
愛
之
助

さ
ん
が
語
り
ま
し
た
。

　

今
年
も
出
演
さ
せ
て
い
た
だ
く

永
楽
館
歌
舞
伎
は
、
私
に
と
っ
て

ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
の
よ
う
な
も
の
に

な
っ
て
い
ま
す
。
一
番
好
き
な
芝

居
小
屋
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
毎
回
勤
め
さ
せ
て
い

た
だ
く
た
び
に
、
ふ
る
さ
と
に

帰
っ
て
き
た
よ
う
な
気
持
ち
に
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

1
本
目
の『
伽が

羅ら

紗し
ゃ

』は
、
平
成

21
年
に
徳
島
の
シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
歌
舞

伎
で
演
じ
ら
れ
た
演
目
で
す
。
今

回
は
お
芝
居
の
ウ
ェー
ト
を
増
や
し
、

観
客
の
皆
様
に
も
分
か
り
や
す
い

も
の
に
し
て
い
ま
す
。

　
『
口
上
』を
は
さ
み
、『
弥
生
の
花

浅
草
祭
』を
踊
り
ま
す
。

　

こ
の
舞
踊
は
以
前
か
ら
永
楽
館

で
や
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

都
会
の
大
劇
場
で
は
感
じ
る
こ
と

の
で
き
な
い
、
毛
振
り
の
風
ま
で

も
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
舞
台
に

な
る
の
で
は
な
い
か
と
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。

　
（
出
石
永
楽
館
の
）柿こ
け
ら

落お
と
し

公
演
の

と
き
、
何
と
か
3
回
続
け
ら
れ
た

ら
、
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ

が
今
年
6
回
目
の
公
演
が
開
催
で

き
ま
す
。

　

こ
う
な
っ
た
ら
末
永
く
続
け
て

い
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
で

き
た
ら
公
演
日
程
も
少
し
ず
つ
延

ば
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

◆
永
楽
館
歌
舞
伎

▽
日
時　

11
月
5
日（
火
）初
日
〜

10
日（
日
）千
穐
楽　

　

第
一
部　

午
前
11
時
30
分
開
演

　

第
二
部　

午
後
4
時　

開
演

　
（
開
場
…
開
演
時
間
の
30
分
前
）

※
7
日（
木
）・
10
日（
日
）は
第
一

部
の
み

　

歌
舞
伎
公
演
に
先
立
ち
、
幹
部

俳
優
が
出
石
城
下
町
を
パ
レ
ー
ド

す
る「
お
練
り
」を
開
催
し
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
。

▽
日
時　

11
月
3
日（
日
・
祝
）午

後
2
時
30
分
〜

《
問
合
せ
》
出
石
永
楽
館

　

☎
52

5
3
0
0

第
6
回
永
楽
館
歌
舞
伎

片
岡
愛
之
助
さ
ん
コ
メ
ン
ト

▲片岡愛之助さん

▲円山川下流域・周辺水田

▲黒田さんの絵に見入る子どもたち（Ｈ24.9.29）

《選考方法》 面接試験　※10月22日（火）予定
 採用者には健康診断結果等の写しを提

出していただきます。
《雇用期間》 11月15日～平成26年３月24日
《申込方法》 職員課にある申込書に必要事項を記入

の上、ボイラー技士免許の写しを添え
て職員課に提出

《申込期限》 10月11日（金）必着
 ※土・日曜日、執務時間外を除く
《申込み・問合せ》職員課☎23-1326

豊岡市臨時職員募集

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
黒
田
征
太
郎
さ
ん
と
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の
で
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
な
く
、

補
強
で
き
ま
す
。

̶
環
境
に
良
い
部
分
は
？

　

在
来
工
法
だ
と
、
建
物
内
部
で

の
大
掛
か
り
な
撤
去
・
解
体
工
事

に
な
り
ま
す
が
、
当
工
法
で
は
、

ほ
と
ん
ど
廃
棄
物
が
発
生
し

ま
せ
ん
。
ま
た
、
騒
音
・
振

動
・
ホ
コ
リ
が
少
な
く
、
周

辺
環
境
へ
の
悪
影
響
も
軽
微

で
す
。

̶

施
工
に
掛
か
る
費
用
は
？

　

平
均
的
な
費
用
は
、
お
お

̶

木
造
耐
震
補
強
工
事
と
は
？

　

当
社
の
木
造
耐
震
工
事
は
、〝
ウ

ッ
ド
ピ
タ
〞
と
い
う
工
法
を
採
用
し

て
い
ま
す
。
こ
の
工
法
は
、
名
古

屋
大
学
と
矢や

作は
ぎ

建
設
工
業
㈱
が
共

同
開
発
し
た
も
の
で
、（
財
）日
本
建

築
防
災
協
会
の
技
術
評
価
を
取
得

し
て
い
ま
す
。

　

施
工
は
非
常
に
シ
ン
プ
ル
で
、

建
物
の
外
壁
に
〝
ブ
レ
ー
ス
〞
と

い
う
筋
交
い
を
取
り
付
け
る
だ
け

で
す
。
事
前
に
調
査
を
行
い
、
耐

震
に
効
果
的
な
部
分
を
選
定
し
、

取
り
付
け
ま
す
。

　

ま
た
、
建
物
の
外
観
が
気
に
な

る
方
に
は
、
フ
レ
ー
ム
タ
イ
プ
の

商
品
も
あ
り
ま
す
。

̶

在
来
工
法
と
比
較
し
て
優
れ
て

い
る
と
こ
ろ
は
？

　

在
来
工
法
は
室
内
施
工
で
す
の

で
、
工
事
中
は
部
屋
が
使
え
ま
せ

ん
し
、
南
側
に
窓
が
多
い
日
本
の

住
宅
で
は
、
窓
を
ふ
さ
ぐ
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

ウ
ッ
ド
ピ
タ
は
外
付
け
工
法
な

　
「
環
境
を
良
く
す
る
事
業
で
経
済
効
果
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

環
境
と
経
済
は
互
い
に
発
展
し
合
う
」。
こ
の
よ
う
な
環
境
経
済
型
事

業
に
取
り
組
む
企
業
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》環
境
経
済
課
経
済
係
☎
23

4
4
8
0

ふ
る
さ
と
づ
く
り
の
た
め
に

環
境
経
済
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
！

株
式
会
社
中
川
工
務
店（
竹
野
町
竹
野
）

̶

建
物
外
部
で
の
木
造
耐
震
補
強
工
事

̶

企業紹介

む
ね
2
0
0
万
円
〜
で
す
。
こ
の

費
用
は
、
求
め
る
耐
震
性
能
で
異

な
り
ま
す
。

　

な
お
、
県
や
市
の
補
助
金
の
対

象
に
な
り
ま
す
の
で
、
実
際
の
負

担
額
は
、
最
大
で
3
分
の
2
程
度

に
な
り
ま
す
。

̶

今
後
に
向
け
た
取
組
み
は
？

　

豊
岡
市
内
に
は
、
古
い
木
造
住

宅
が
多
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
耐

震
に
関
す
る
意
識
は
ま
だ
ま
だ
希

薄
で
す
。
命
に
か
か
わ
る
地
震
へ

の
備
え
と
し
て
、
木
造
住
宅
の
耐

震
工
事
の
重
要
性
を
、
行
政
な
ど

と
連
携
し
な
が
ら
訴
え
て
い
き
た

い
で
す
。

　

当
社
は
、
学
校
な
ど
の
公
共
建

築
物
の
耐
震
工
事
を
多
く
手
掛
け

て
お
り
、
実
績
・
経
験
に
自
信
が

あ
り
ま
す
。

　

耐
震
に
関
す
る
相
談
や
見
積
な

ど
は
無
料
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
気

軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。
☎
47

1
1
2
0

○35

　

戦
後
、
日
本
が
飛
躍
的
な
発
展

を
遂
げ
た
の
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
？

①
敗
戦
で
旧
来
の
経
営
者
層
が
身

を
引
き
、
若
く
未
経
験
な
人
々

が
経
営
を
担
っ
た
。

②
最
新
の
機
械
や
手
法
を
使
い
効

率
よ
く
経
営
が
で
き
た
。

③
金
融
が
未
発
達
で
親
族
か
ら
し

か
借
り
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

そ
れ
に
よ
っ
て
成
功
し
た
経
営

者
の
事
業
承
継
が
問
題
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
全
く
心
配
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

歴
史
は
繰

り
返
す
と
い

い
ま
す
の
で
、

同
じ
事
を
す
れ
ば
い
い
ん
で
す
。

①
先
代
経
営
者
が
身
を
引
く
。

②
若
い
後
継
者
が
新
し
い
設
備
と

感
覚
で
業
務
を
見
直
す
。

③
全
て
の
資
金
を
後
継
者
に
渡
す
。

　

当
時
と
違
う
の
は
、
伸
び
る
市

場
が
日
本
に
少
な
く
海
外
に
あ
る

こ
と
で
す
。

　

事
業
承
継
の
節
税
策
を
挙
げ
る

な
ら
、

○
配
偶
者
に
健
康
で
長
生
き
を
し

て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

↓
贈
与
税
の
配
偶
者
控
除
や
、
相

続
税
の
配
偶
者
の
税
額
軽
減
と

特
典
が
多
い
で
す
。

○
い
い
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
に
な
っ
て
孫
に
贈
与
し

ま
し
ょ
う
。

↓
1
1
0
万
円
の
基
礎
控
除
を

使
っ
て
の
贈
与
や
、
住
宅
資
金

の
贈
与
の
非
課
税
制
度
を
利
用

で
き
ま
す
。

○
同
居
の
後
継
者
の
家
は
、
先
代

が
建
て
ま
し
ょ
う
。

↓
親
子
な
ら
タ
ダ
で
住
ん
で
も
課

税
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

事
業
承
継
が
必
要
だ
と
お
考

え
な
ら
、「
今
で
し
ょ
！
」。
も
う
、

ス
タ
ー
ト
が
遅
れ
て
い
ま
す
。

　

思
い
切
っ
て
や
り
ま
し
ょ
う
。

　

失
敗
す
れ
ば
や
り
直
す
、
儲
け

は「
倍
返
し
で
！
」の
気
持
ち
で
。

　

な
お
、
税

金
の
こ
と
は
、

税
理
士
な
ど

の
税
の
専
門

家
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

《
問
合
せ
》
豊
岡
市
事
業
承
継
支

援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局

　
（
環
境
経
済
課
内
）

　

☎
23

4
4
8
0

　
事
業
承
継
を
考
え
る
　
⑥

　
　
事
業
承
継
す
る
な
ら
、
絶
対
に「
今
で
し
ょ
！
」

▲フレームタイプ

▲ブレースタイプ


